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論文内容要旨
 第1章 序 論
 近年の地形学においては, 日本列島の起伏形成にかかわる第四紀地殻変動について多くの研究
 がなされてきた。 それらの成果を検討すれば, 後期更新世以降の地殻変動に関するも。) と, それ
 以前の地殻変動に関するものに大別される。 前者は, 活断層・活褶曲および隆起海成段丘から,
 隆起量。)地理的分布, 10 4」 ～ 103 年。)時間スケールでの起伏形成過程およびその地域的差異が
 明らかになっている。 一方, 後者については, 前・ 中期更新世の起伏形成過程の解明は, 106、
 ～ 10 5年の時間スケールの段階に止まっている。 前・中期更新世の地殻変動の研究に関し、 時間
 スケールがそ れ以下に縮小できなかったことは次。)2点に起因する。 第1には, 前・中期更新世 1
 の地形面の開析が進み, 変位量の算出が困難になっていることであり, 第2には, 古い地形面構 一
 成層の編年に関する資料が, 後期更新世以降のものに較べ乏しかったことである。
 本島弧内帯の沈降域である新第三紀末～第四紀堆積盆内においては, その周縁部に丘陵あるいは
 高位段丘が最高位の地形面と して発達する。 各堆積盆における最高位の地形面は、 沈降域として
 。)新第三紀末～第四紀堆積盆内で, その周縁部が第四紀のある時期に沈降から隆起に転換した結 ・
 果発達したものである。
 本研究の目的は,、ヒ記の最高位の地形面の発達開始時期を決定 し, そ。)地理的分布から前・中期 “
 更新世の起伏形成過 程を 105 ～ 104 年。〕 時間 スケ] ルで明らか にすることである。
                                           ぐ
 片側を 海域に開いた新第三紀末～第四紀堆積盆においては、 上記の最高位。) 地形面の下位に最 1
                                           }
 終間氷期の最高海水準期の海成面 (以下最終間氷期極相期海成面と称する) が発達する。 本研究1
                                           }
 では、 最終間氷期極相期海成 面をあらたに対比し, 後期更新世以降の隆起量の地理的分布に関する1
 従来σ)研究の追試を行なう。 1
 本研究を進めるためには、 大地形と しての山地・堆積盆の配列が認められ、 堆積盆内。)第四系 1
 の層序と後期更新世以降の隆起傾向の資料が総合的に得られる地域をとり上げることが望ましい。1
                                           き
 そこで本研究では, 西南日本内帯中部および東北日本内側帯北部の新第三紀末～第四紀堆積盆を1
 取り上げるものとする。
 第2章 研究手法
 聯 三紀末一第四紀燃 盆内の 胴部1こ 捌 磁離 碗形面の発達開始繭1を 1・5- 1・4i
 年。)時間スケールで決定するため, 堆積盆内の丘陵頂部あるいは、 高位段丘を構成する第四系の!
 編年に関して, 火山灰編年, 古地磁気編年および花粉分析を相補的に組み合せることが有効と考:
 えた。 すなわち, 最近の火山灰編年学, 古地磁気編年学, 微化石編年学における研究成果の蓄積…
 により, 広域火山灰の年代, 古地磁気極性の変換時期および植物化石層の年代が明らかになって「
 きた。 従って, これらの示準層をあらたな地域で認めることにより, 広域的な第四系の編年が可i
 能と なる。
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 第四系の編年において, 最も重要な示準層は, 年代が既知の広域火山灰である。 しか し, それ
 らは, 全体にガラス質で重鉱物に乏しいことか ら, 岩相上の特徴に注目した従来の一般的な火山
 灰対比法では、 対比が困難であった。 本研究では, 火山灰編年に際 し, 特に, X線マイクロァナ
 ライ ザー (EPMA)を用いた火山ガラスの主成分化学組成分析によ り, 年代が既知の広域火山灰
 に対比 した。
 従来の研究における最終間氷期極相期海成面は, ある地域で最も広い分布を示す海成面に対比
 されていた。 本研究においては、 後期更新世σ)示標火山灰の対比, 段丘面表層の風化度の比較お
 よび, 埋谷性堆積物の有無0)確認から最終間氷期極相期海成面を対比した。
 第3章 西南日本内帯中部の新第三紀末～第四紀堆積盆における地形発達と地殻変動
 近畿三角帯およびそび)周辺の西南日本内帯中部においては, まず, 加古川と福知山を結ぶ凹地
 帯 (以下加古川一福知山凹地帯と称する) において, 第四系の編年を進めた。 加古川一福知山凹
 地帯においては, 従来上部鮮新統と下部更新統が丘陵を構成するとされてきた。 本研究において
 は, 同凹地帯に認められた火山灰と海成粘土層を, 年代が既知の大阪層群の各層準に対比するこ
 とにより, 後者に得られている編年上の知見を前者に適用した。 加古川一福知 li-r 凹地帯以外の堆
 積盆については, 匠二陵頂部の堆積盆の層準を既存の第四系資料から検討し, 各堆積盆における最
 高位の地形 面の 発達開始時期を総括 した。
 その結果, 西南日本内帯中部の新第三紀末～第四紀堆積盆内の周縁部における最高位の地形面
 の発達開始は, 東部。)伊勢湾西岸地域および伊賀・上野盆地に較べ, 西部の地域ほど遅れて現わ
 れ, 最西部。)加古川一福知 己.1凹地帯で最も遅いことが明らかとなった。 すなわち, 伊勢湾西岸.1也
 域および伊賀・.上野盆地においては, 更新世初期までに堆積盆内の周縁部における最高位の地形
 面の発達が始まった。 その北西側の琵琶湖東岸地域では, 100 万年B. P. までに堆積盆内の最
 高位の地形面の発達が始ま つた。 中期更新世以降最高位の地形 面の発達が始まった堆積盆は, 琵
 琶湖西岸と奈良盆地以西の地域に分布する。 特に, 西南日本内帯中部西端に位置する加古川一福知
 山凹地帯では, 20 ～30 万年B. P. に地形面の発達が始まった。 同凹地帯における高位海成段
 丘の分布面積および保存状態は, 西南日本内帯中部で最も広く, 良好である。 このことは, 同凹
 地帯における沈降から隆起への転換が西南日本内帯中部で最も遅れたため, 離水層準である第四
 系の頂面が, 完全に開析を受けないまま高位段丘として残存することを意味する。
 加古川一福知山凹地帯南部の明石市付近では, 第四紀における沈降が, 90万年B.P. から始
 まっている。 従って同地域は, 鮮新世以来すでに沈降域化していた束隣の大阪湾沿岸地域と比較
 して, 第四紀における沈降0)開始も遅れた地域である。
 西南日本内帯中部の各堆積盆を埋める第四系の、ヒ部局は, 下部層に較べ粗粒化し, 全般に礫質
 である。 このことは, 堆積盆周辺の山地の起伏の増大に伴ない, 堆積盆への礫。)供給が増加した
 ことを意味する。 従って, 山地の・発達と堆積盆内の地形発達の前後関係は, 山地の萌芽的発達と
 堆積盆の沈降・埋積の後, 堆積盆内周縁部での隆起が発生した ものと判断される。
 一277一
                                        影
                                        …
                                        {
                                        菱
                                        サ
 西南日本内帯中部の各堆積盆内。)最終間氷期極相期海成面の旧 汀線高度は, 伊勢湾西岸で海抜i
 30 π, 大阪湾南東岸で海抜 30 π, 播磨灘北東岸で海抜 30 ～ 70 πで, それら。)値に大きな差は1
 認められない。 すなわ ち, 西南日本内帯中部の各堆積盆における後期更新世以降の垂直 隆起は, 1
                                        ミ
 各地域とも一様馳行している・ 1
地葺
 た。
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 第瞳 東北躰内側帯北部の新第三糸己末備四紀堆積盆における地形発達と i
    地殻変動 !
 津軽・ 能代一森岳・ 五城目一秋田一岩見川流域および横手の各堆積盆のうち・ まず津軽堆積盆 i一
                                         ミ
 において、 火山砕屑物の対比, 古地磁気測定から, 同堆積盆の丘陵頂部の堆積物の年代を決定しl
                                         i
 た。 次に, 東北日本内側帯北部に分布する鮮新一更新統。)広域対比に関する従来の研究に, 津軽i
                                         }
 地域で得た知見および最近の第四紀編年学上の研究成果を取り入れ, 各堆積盆を埋める最も新期l
                                         i
 の堆積物の年代を決定した。 そして, それらの年代値に基づき, 各堆積盆内の周縁部における最…
 高位・)地形面の発達開始時期を検討した. 1
 東北日本内側帯北部の新第三紀末～第四紀堆積盆においては, 最高位の地形面として侵蝕面で 1:
                                         ト
 ある丘陵背面が発達する。 丘陵背面に切られる最上位0)第四系は, いずれの地域とも約 45 万年 ll
                                         }
 B.P.の鮪川層あるいはその相当層であることが知られた。 従って, 各堆積盆の丘陵背面の発達1
 年代の下限値は, 鮪川層堆積期の約 45 万年B.P. である。 一方, 丘陵背面。)発達年代の 上限値1
                                         {
 は, 横手盆地以外の地域で, 丘陵背面の下位に発達する最高位海成段丘の発達年代とした。 最高i
 位海成段丘の発達年代は, 最終間氷期極相期海成面の旧汀線高度から得た平均隆起速度から算出1
                                         1
 し, いずれの地域とも約 30 万年B. P。であった。 すなわち, 東北日本内側帯北部の新第三紀末 II
 ～第四紀儲盆内周縁部における沈降か ら隆起への転換 に伴なう地形面の発翻始繍ま洛地1
 域とも45万年B」P・ 以降30万年B・P'以前で ことが明ら なった。 1
 東北日本内側帯北部沿岸に発達する最終間氷期極相期海成面の旧汀線高度は, 津軽, 能代一森…
                                         え
 岳・ 秋田南部のいずれの堆積一'ても鰍4・一6“ ・ 従って・ 各堆積盆内での幽
 更新世以降の垂直隆起はほぼ一様に進行している。 なお, 地震性地殻変動区と言われる西津軽お1
                                         馨
 よび男鹿においては, 最終間氷期極相期海成面の旧汀線高度は, 本邦における最高値の海抜 1501
 ～ 190 翫を示す。 このた y), 西津軽および男鹿両地域が, 垂直隆起量の点からも上述の地域と異1
 なる地殻変動区にあることが確認できる。
 第5章 結 論
 日本列島の現在の起伏が, 鮮新世末以降活発化した地殻変動により形づく られてきたことは,
 蹴 鵬的に則入れられてきた・ 本研究は漸第三紀末～第四紀堆積盆における地形発達1
 から第四紀地殻変動を 105- 1・4 年の時間スケールで明らかにしょうとし純ので, 以下のよi
 うな知見を得た・ l
 L 西南躰内榊部で1ま, 2・・ 万年B・P・から 3・一2・ 万年B・P・ 嘲間1こ・ 伊勢湾西岸1
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 地域から加古川一福知山凹地帯にかけて, 西に向って遅れて堆積盆内σ) 最高位の地形面が発達し
 た。
 2. 東北日本内側帯北部では, 45 ～ 30 万年B.P.に各堆積盆内で最高位の地形面の発達が同
 時に始ま つた。
 3. 西南日本内帯中部および東北日本内側帯北部の2地域で, 各堆積盆内。)最高位の地形面の
 発達開始時期について, その地理的分布を 105 ～ 104 の時間スケールで 見た場合, 両地域σ)起
 伏形成過程に差異が認められる。
 4. 最終間氷期極相期海成面の旧汀線高度分布から, 各堆積盆内の後期更新世以降の垂直隆起
 量は, 西南日本内帯中部および東北日本内側帯北部で一様である。 しか も, その値も極めて近似
 的である。
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 論文審査の結果の要旨
 八木浩司提出の論文は, 第四紀前・中期更新世における起伏形成過程について, そ0)時間スケ '
 一ルの縮小を試み, 新たな知 見を得たも。)である。
 まず第四紀における地殻変動に関する従来の研究を整理し, 後期更新世以降の地殻変動につい
 ての解明はその時間スケールが 104 ～ 103 年まで縮小されているのに対し, それ以前の前・rll l
                                         ミ
 鞭新世。いては 106- 105 年の[幽 スケールにとどまっているこ とを示した。 そ・) 舳と1
 して、 地形面開析の進行と編年に関する資料の乏 しさとを指摘 し, 比1咬的に克服可能な研究対象1
                                         モ
 として本島弧内帯沈降域である新第三紀末～第四紀堆積盆内周縁部に発達する最高位地形 面の丘1
                                         }
 陵背面あるいは高位段丘に求めた。 1
                                         き
 次に、 沈降から隆起への転換によって形成された上記の 最高位地形面について, その発達時1駅
                                          }
 σ)決定に臥 火山灰雛 古地磁気締 微化石雛 および花物}分析峡々について得讐
 検討し, 編年に有効な相補的組合せを考察した。 編年に際して重要な示準層である広域火山灰にl
                                          ll
 ついては, 岩相上の特徴による従来05 対比に加えて特にX 線マイ クロアナライ ザー (E P MA) l
                                          l
 を用眈火山ガラ 主成分化学糸監成分析鴫づく砒法韓人した・ 1
 肚の方法を 西南日納帯幅 およ び東北躰舳靴緯酬 し, 前帯ついて 瞭高髄形!
 面の発達が東部から西部に向って 200 万年B.P. から 30 ～ 20 万年B.P. にかけて波及していl
                                          t
 つたこと糊 らかに し, 後者において1ま・ 劇。)地媚1遅れがなく 40～30 万年B・P・靴ほぼ1
 同時期に開始したことを見出した。
 以上の成果は, 時間スケールを 短縮する研究法を考察することによって, 前・中期更新世の地1
 殼変動が西南日本内帯と東北日本内側帯とその様式を異にすることを見出したもので, 地殻変動。) 1』
                                          i
 研究に新たな知 見を 加えたも。)である。 八木浩司が自立して研究活動を行なうに必要な高度の研1
 究能力と学識を 有することを示している。 よって八木浩司提出の論文は理学博士の学位論文としi
 て合格と認める。
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